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ま
た
、
耐
震
改
修
促
進
法
の
改
正

で
、
１
９
８
１
年
以
前
に
建
て
ら
れ

た
ホ
テ
ル
、
旅
館
な
ど
大
型
施
設
の

耐
震
診
断
義
務
化
に
対
し
て
は
、
中

嶋
副
市
長
か
ら
、
業
界
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
国
の
制
度
を
活
用
す
る
な

ど
、
最
適
な
支
援
策
を
模
索
す
る
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。

市
民
ク
ラ
ブ

岡
﨑
市
長
も
「
基
本
的
人
権
の
削
除

は
好
ま
し
く
な
い
」
と
答
弁
。

　

近
藤
強
議
員
の
国
か
ら
の
地
方
公

務
員
給
与
削
減
要
求
に
つ
い
て
の
質

問
に
、
「
地
方
と
何
の
相
談
も
な
し

に
一
方
的
に
決
め
る
こ
と
は
納
得
で

き
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
地
方
分
権
の

流
れ
を
変
え
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

る
」
と
答
弁
。
旭
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
は
、
減げ

ん

歩ぶ

率
を
軽
減
す
べ
き
と
の

意
見
に
、
潮
江
や
高
知
駅
周
辺
と
同

程
度
の
10
％
前
後
に
し
た
い
と
答
弁
。

　

門
田
権
四
郎
議
員
の
質
問
に
、
「

憲
法
は
国
家
権
力
を
制
限
し
て
国
民

の
権
利
自
由
を
守
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
国
家
の
基
本
法
」
と
の
理
解
を

示
し
、
97
条
の
基
本
的
人
権
の
規
定

削
除
は
好
ま
し
く
な
い
と
答
弁
。
来

年
度
か
ら
の
定
年
退
職
職
員
は
、
原

則
希
望
者
全
員
を
再
任
用
し
た
い
、

ま
た
、
土
曜
授
業
は
条
件
が
調
え
ば

地
域
連
携
型
で
検
討
し
た
い
と
答
弁
。

　

岡
﨑
豊
議
員
の
国
民
健
康
保
険
制

度
の
質
問
に
、
「
市
町
村
で
の
国
保

運
営
は
限
界
に
き
て
お
り
、
都
道
府

県
単
位
で
の
制
度
化
を
目
指
す
べ
き

」
と
答
弁
。
障
害
者
優
先
調
達
推
進

法
の
成
立
を
受
け
、
市
は
こ
の
秋
を

め
ど
に
調
達
方
針
を
決
め
た
い
と
答

弁
。
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
議
論
の

行
方
を
心
配
し
、
医
療
・
年
金
・
介

護
等
は
し
っ
か
り
守
る
べ
き
と
指
摘
。

新
こ
う
ち
未
来

個
人
質
問
に
戸
田
二
郎
議
員
、
氏
原

嗣
志
議
員
、
川
村
貞
夫
議
員
、
浜
口

卓
也
議
員
が
登
壇
。

　

戸
田
二
郎
議
員
は
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
促
進
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
、

平
成
27
年
に
相
談
窓
口
の
設
置
が
義

務
化
さ
れ
る
に
当
た
り
、
目
的
の
あ

い
ま
い
さ
、
設
置
し
た
場
合
の
職
員

の
技
能
や
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
質
問
。

執
行
部
か
ら
は
明
確
な
答
弁
は
な
く
、

不
安
な
点
も
残
り
な
が
ら
の
ス
タ
ー

ト
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

氏
原
嗣
志
議
員
は
農
業
問
題
に
つ

い
て
質
問
。
農
地
の
集
積
、
農
業
用

施
設
の
改
善
、
担
い
手
対
策
、
耕
作

放
棄
地
対
策
等
、
一
体
的
、
地
域
別

に
合
致
し
た
農
業
農
村
総
合
施
策
の

確
立
を
求
め
た
。

　

川
村
貞
夫
議
員
は
中
山
間
地
域
問

題
を
取
り
上
げ
、
移
住
促
進
へ
の
対

応
や
、
多
様
な
生
き
物
が
す
む
清
流

鏡
川
の
保
全
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
本
格
運
行
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

質
問
。

　

浜
口
卓
也
議
員
は
全
庁
的
な
経
済

政
策
に
つ
い
て
具
体
策
を
質
問
。
本

市
で
も
勧
奨
さ
れ
て
い
る
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
副
反
応
の

質
問
に
対
し
、
執
行
部
か
ら
実
際
に

副
反
応
が
あ
っ
た
事
実
と
、
今
後
は

厚
生
労
働
省
の
勧
告
に
よ
り
対
応
す

る
旨
を
確
認
し
た
。

日
本
共
産
党

市
の
財
政
は
想
定
以
上
に
改
善
。

慰
安
婦
発
言
撤
回
決
議
が
採
択
！

　

は
た
愛
議
員
は
、
財
政
再
建
プ
ラ

ン
の
進
捗
状
況
を
質
問
。
市
民
負
担

増
等
に
よ
り
４
年
間
で
プ
ラ
ン
想
定

を
大
き
く
超
え
る
約
２
０
０
億
円
の

改
善
を
認
め
、
市
民
の
切
実
な
要
望

に
応
え
る
財
源
は
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
。
学
校
防
災
備
品
に
つ
い
て
は
、

原
則
公
費
負
担
へ
。
下
元
ひ
ろ
し
議

員
は
、
生
活
保
護
法
「
改
悪
」
で
、

申
請
を
受
理
し
な
い
『
水
際
作
戦
』

が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
と
質
問
。

書
類
が
整
っ
て
い
な
く
て
も
従
来
ど

お
り
取
り
扱
い
、
新
た
に
設
置
さ
れ

る
困
窮
者
支
援
窓
口
で
は
、
生
活
保

護
窓
口
と
の
連
携
を
行
っ
て
い
く
と

答
弁
。
南
海
地
震
対
策
で
は
、
保
育

園
や
公
共
施
設
の
早
期
耐
震
化
を
求

め
た
。
岡
田
や
す
し
議
員
は
、
資
源

ご
み
に
つ
い
て
、
再
生
資
源
処
理
協

同
組
合
が
売
却
し
て
い
る
が
、
収
入

額
は
市
民
に
公
開
す
べ
き
と
質
問
。

事
業
の
透
明
性
を
確
保
し
、
可
能
な

限
り
情
報
開
示
し
て
い
き
た
い
と
答

弁
。
橋
下
大
阪
市
長
の
「
慰
安
婦
」

発
言
撤
回
を
求
め
る
決
議
を
提
出
し
、

賛
成
多
数
で
可
決
と
な
っ
た
。

公　

明　

党

　

髙
木
妙
議
員
は
、
本
市
の
子
育
て

環
境
整
備
に
つ
い
て
た
だ
し
、
岡
﨑

市
長
は
、
保
育
需
要
に
対
す
る
明
確

な
見
解
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

よ
る
長
期
浸
水
対
策
、
高
齢
者
居
宅

の
課
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
質
問

し
ま
し
た
。

　

寺
内
憲
資
議
員
は
、
防
災
産
業
の

育
成
と
地
産
外
商
支
援
策
と
し
て
、

市
も
県
と
同
様
に
、
地
元
企
業
の
防

災
関
連
製
品
を
購
入
す
る
制
度
（
公

的
調
達
制
度
）
を
創
設
す
べ
き
と
訴

え
、
岡
﨑
市
長
か
ら
、
平
成
25
年
７

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
旨
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
橋
正
志
議
員
は
、
戦
後
か
ら
再

造
林
さ
れ
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
等
が
現

在
伐
採
期
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
本
市
に
お
け
る
森
林
・
林
業
対

策
な
ど
多
項
目
に
わ
た
り
質
問
し
、

鏡
・
土
佐
山
地
域
の
「
森
の
工
場
」

か
ら
の
搬
出
間
伐
の
現
状
、
森
林
環

境
に
与
え
る
影
響
を
た
だ
し
ま
し
た
。

み
ど
り
の
会

　

近
森
議
員
の
提
案
で
始
ま
る
①
日

曜
市
の
再
生
②
災
害
時
の
情
報
整
備

③
犬
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
④
話
せ
る
英
会

話
教
育
⑤
誤
っ
た
生
徒
指
導
の
変
更

⑥
Ｓ
Ｎ
Ｓ
教
育
⑦
正
し
い
進
路
指
導

⑧
景
観
の
良
い
道
作
り
⑨
四
電
の
値

上
げ
に
反
対
⑩
地
方
市
場
へ
の
移
行

⑪
緑
あ
ふ
れ
る
高
知
市
へ
大
転
換

新
風
ク
ラ
ブ

会
派
挙
げ
て
の
徹
底
調
査
で
強
力
サ

ポ
ー
ト
、
精
鋭
２
議
員
が
独
自
の
視

点
で
市
政
課
題
を
た
だ
す
！

　

平
田
文
彦
議
員
は
、
高
知
県
が
創

設
し
た
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策

と
な
る
老
朽
住
宅
除
却
事
業
の
活
用

や
空
き
家
対
策
の
早
急
な
取
り
組
み
、

観
光
振
興
、
中
央
卸
売
市
場
、
教
育

行
政
の
課
題
に
つ
い
て
質
問
。

　

市
長
を
は
じ
め
執
行
部
か
ら
、
空

き
家
条
例
は
提
言
に
基
づ
き
今
年
度

中
に
策
定
し
、
老
朽
住
宅
除
去
事
業

は
、
地
域
に
お
け
る
避
難
の
実
情
等

も
参
考
に
、
来
年
度
か
ら
の
実
施
に

向
け
、
具
体
的
に
検
討
を
進
め
る
と

の
回
答
を
引
き
出
し
た
。

　

水
口
晴
雄
議
員
は
、
財
政
再
建
、

よ
さ
こ
い
祭
り
、
中
心
市
街
地
活
性

化
、
新
図
書
館
の
駐
車
場
、
観
光
客

の
宿
泊
対
策
な
ど
に
つ
い
て
質
問
。

　

市
長
は
、
財
政
再
建
は
全
体
と
し

て
達
成
し
た
と
の
認
識
を
示
し
、
こ

の
秋
に
は
今
後
５
年
間
の
財
政
収
支

見
通
し
を
示
す
こ
と
を
明
言
し
た
。

③

６月定例会を
振り返って

会派の意見


